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音楽の基礎知
素＝音高・音量
ある音に含まれる
Overtone ある
Harmonics/Par
要素＝旋律・メロ
チャー＝書法・旋
ォニー＝単旋律 
フォニー＝単旋律
ォニー＝多旋律が
ォニー＝旋律と和

＝多数のメロディ
＝調性感や和音を
法・モード＝中世
長調・短調、主音
調性が感じられな

インターバル・音

                  
【狭】     
      ／
― 減 ―  
 Diminished    ＼
               
                          M

２つ以上の異なる
＝トライアド・３
＝4つの音で構成

ルート＝和音の一
・サード＝根音
・フィフス＝根
・セブンス＝根

音・メジャー＝根
音・マイナー＝根
音・ディミニッシ
音・オーグメンテ
ーセブン＝根・長
ナント）セブン＝
ーセブン＝根・短
ディミニッシュセ
ニッシュセブン＝

トニック＝ある調
ドミナント＝ある
・サブドミナン
ある調の音階の７
・トニックコー
・ドミナントコー
音・サブドミナン
サスペンション＝

基本形・ルートポ
転回・インバージ
回形・1st Inver
回形・2nd Inve
回形・3rd Inve
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知識・用語 
・音色   
る音高として認識
る音に含まれる音
rtial 上音のうち
ロディー、和声・
旋律と和音などの

律が色々な変奏と
が一斉に奏される
和音やサポート

ィーを一度に書く
を前面に出した書
世・ルネサンスま
音・属音、導音が
ないこと 

音と音の距離関係

       Perfect 
1・4・5・8度

／   完全    
       

＼ 短 － 長 

２・3・6・7度
Minor           Majo

る音が同時演奏さ
３つの音で構成さ
成されている和音

一番下の音。ドミ
音と３度関係の音。
根音と５度関係の音
根音と7度関係の

根・長３・完全 5
根・短３・完全５
シュ＝根・短３
ティッド＝ 根・
長 3・完全５・長
＝根・長３・完全
短３・完全５・短
セブン＝根・短 3
＝根・短 3・減５

調の音階の最初の
る調の音階の５番
ト＝ある調の音階
７番目で主音と半
ド＝主音が根音の
ード＝属音が根音
ントコード＝下属
＝ある音の解決が

ポジション＝ある
ジョン＝第三・五
rsion＝ ある和音
ersion＝ある和音
rsion＝ ある和音

to (Ken-P), update

 by 佐藤賢太

識される周波数 
色として認識され
ち、基音の整数倍
・ハーモニー、律
の組み合わせ方 

と共に一斉に演奏
る（対位法的） 
（和声法的） 

くことを主眼とし
書法 垂直的 
まで使用された音
が主音に解決を望

係（＆質） 

度     【広】
＼ 
 ― 増 ― 
／  Augmented

度 
or 

されたもの。 
されている和音 
音「7の和音」と

ミソのド 
。ドミソのミ 
音。ドミソのソ 
音。ドミソシの

5 例・C 
５ 例・Cm 
・減５ 例・Cd
長３・増５ 例
長７ 例・CM7 
全 5・短７ 例・
短７ 例・Cm7 
3・減５・短７ 
５・減７ 例・C

の音・ハ長調のド
番目の音・ハ長調
階の４番目の音・
半音関係の音 ハ
の三和音 
音の三和音 
属音が根音の三和
が遅れている状態

る和音の根音がバ
五・七音などがバ
音の第三音がバス
音の第五音がバス
音の第七音がバス
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れる上部周波数
倍の周波数（群）
律動・リズム 

奏される 

した書法 水平的

音列 
望む音楽感覚 

 

重増 

も 

シ  

im 
・Caug 

C7 

例・Cm7(b5)
Cdim7 

ド  
調のソ 
・ハ長調のファ 
ハ長調ならシ  

和音 
態 例・Csus4 

バスにある状態 
バスにある状態 
スにある形  
スにある形 
スにある形 
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（群） 

的 

 

五度圏
 調号

主調＝
関係調
属調＝
下属調
平行調
同主調
 
英語音
 C, 
ドイツ
 C, 
  半
  半
イタリ
 Do
フラン
 Ut/
ソルミ
 
Do

  ＊D
楽式＝
モチー
フレー
テーマ
一部形
二部形
三部形
複合三
ロン
ソナタ
  提
  展
  再
 
西洋音
  700
1450
1600
1750
1825
20世

版（配布・利用自由）

圏 (Circle of 5
号♯の順→ファ

＝基準となる調
調・近親調＝ある
＝ある調の属音か
調＝ある調の下属
調＝調号を共有す
調＝同一の主音を

音名 
D, E, F, G, A, B
ツ語音名 
D, E, F, G, A, H
半音上がるとCis
半音下がるとCe
リア語音名 
, Re, Mi, Fa, So
ンス語音名 
/Do, Re, Mi, Fa,
ミゼーション・階
Di/Ra Ri/M
o/To Re 
Di・Ri・Fi・Si・Li は#

＝音楽の形式（フ
ーフ・動機＝いく
ーズ＝モチーフな
マ・主題＝音楽の
形式＝A または
形式＝AB また
形式＝ABA また
三部形式＝ABA/
ド形式＝ABACA
タ形式＝提示部
提示部＝通常は２
展開部＝２つのテ
再現部＝提示部を

音楽史 
0～1450 中世
0～1600 ルネ
0～1750 バロ
0～1825 古典
5～1900 ロマ
世紀初頭  印象

）  ご意見・ご感想

5th)  
・ド・ソ・レ・ラ

る調と「近い関係
から始まる調 例
属音から始まる調
する長調と短調 
をもつ長調と短調

    半音

s, Dis, Eis, Fis, G
s, Des, Es, Fes,

ol, La, Si  半音

, Sol, La, Si 半音
階名（Ken-P 式
Me   F
Mi/Fe Fa/M

#系、Ra・Me・Se・L

フォーム） 
くつかの音符ない
などが組み合わさ
の主要・中心とな
は AAAA… 
は ABABAB…. 
たは ABA, ABA,
/CDC/ABA 
ADA... 異なる旋律
・展開部・再現部
２つのテーマを持
テーマを発展・変
を少し異なった形

世。単旋律・グレ
ネサンス。多声音楽
ック。長・短音

典（クラシック）。
マン。調性の発展、
象、新古典、新ウ

想は www.wisema

ラ・ミ・シ←調号

係」にある調 
例・ハ長調の属調
調 例・ハ長調の
例・ハ長調とイ

調 例・ハ長調と

音上は# (sharp)、下

Gis, Ais, His 
, Ges, As, B 

音上は#・diesis、下

音上は#・dièse、下

・半音階対応拡張
Fi/Se Si/Le
Ma So 
Le・Teは♭系の変化音

いし休符の特徴的
さってできた一区
なる旋律やリズム

, ABA… 

律を挟んで同じ旋
部 大きな意味で
持つ 
変化させる 
形で再現する 

ゴリオ聖歌から多
楽・ポリフォニー
階と和音、ホモ
。和声と調性の確
、ドイツ vs国民
ィーン、ドイツ表

anproject.com まで

号♭の順  

調はト長調 
の下属調はヘ長調
イ短調は平行調の
とハ短調は同主調

下は♭ (flat)追加 

下は♭・bemolle を

下は♭・bémol を追

張版） 
e Li/Te 
La Ti/De 

音に使う。B#は To、C

的な連なり 
区切りの連なり
ム的な特徴を持つ

旋律が繰り返す 
では三部形式の一

多声音楽へ  
ー・声楽の時代
フォニーへ 
確立 
民楽派、中産階級
表現、そして「前

 

 

 
の関係 
 

を追加 

追加 

  
Do/To 

C♭はDe。 

つ段落 

一種 

 

級の音楽 
前衛」へ
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強弱記号
n  
ppp  
pp  
p  
mp  
mf  
f  
ff  
fff  
fp  
sotto v
mezza 
 
cresce
diminu
decres
 
奏法・ア

①スタッ
②テヌー
③テヌー
④フェル
⑤ソフト
  ＊メ
⑥アクセ
⑦アキュ
⑧ショー
sfz, sf 
fz  
rf, rfz,  
B.F.  
B.O. 
 
楽想・発
agitato
amabile
animat
appass
arioso 
brilliant
con bri
cantab
dolce 
elegant
energic
espres
grandio
grave 
lament
leggier
maesto
misteri
pesant
risoluto
simile 
spirituo
tranqu

の基礎知識・用語 ©

号  ダイナミク
ニエンテ  
ピアニッシッシ
ピアニッシモ 
ピアノ   
メゾ・ピアノ 
メゾ・フォルテ
フォルテ  
フォルテッシモ
フォルテッシッ
フォルテピアノ
voce  ソット
voce メッツ

ndo/cresc.   
endo/dim.  
cendo/decresc

アーティキュレー

ッカート（短く・
ート・スタッカー
ート（十分に長く
ルマータ（ほどよ
ト・アクセント
メッサ・ディ・ボー
セント（強く） 
ュート・アクセン
ート・グリスアッ
スフォルツァン
フォルツァンド
リンフォルツァ
ブッシュ・フェ
ブッシュ・ウヴ

発想 
o     
e     
o    
sionato   
    
te    
io    
ile    
    
te    
co    
sivo/espres.  
oso    
    
abile    
ro    
oso    
oso    
te    
o     
    
oso    
illo    
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クス（英）・デュ
  無音 

シモ  できる
  とても
  弱く 
  弱めに

テ   強めに
  強く 

モ   とても
ッシモ  極めて
ノ   強くは
ト・ヴォーチェ  
ツァ・ヴォーチェ

クリシェンド
ディミヌエン

c. ディクリシェ

ーション（英） 

 
・離して弾く） 
ート 
く） 
よく伸ばす・長く
（音の出だしを少
ーチェ（音符の中で小

ント（より強く）
ップ（しゃくり・
ンド （強く） 
ド  （強く） 
ァンド （強く） 
ェルメ（閉じた口
ヴェルト（開いた

アジタート（せ
アマービレ（愛
アニマート（生
アパッショナー
アリオーゾ（歌
ブリランテ（輝
コン・ブリオ
カンタービレ
ドルチェ（柔
エレガンテ（優
エネルジコ（精
エスプレッシー
グランディオー
グラーベ（重々
ラメンタービ
レジェーロ（軽
マエストーゾ
ミステリオー
ペザンテ（重々
リゾルート（決
シミレ（前と同
スピリトゥオー
トランクイッ

to (Ken-P), update

ュナーミク（独）

るだけ弱く 
も弱く 

に 
に 

も強く 
て強く 
はじめて弱く 
弱い声で 

 半分の声で 

・徐々に強く 
ド・徐々に弱く 
ンド・徐々に弱く

く） 
少し強く・柔らか
小＜大＞小）との違

 
しゃくり上げ）

口・ハミング） 
た口・開口鼻音ま

せき込んで） 
愛らしく） 
生き生きと） 
ート（情熱的に）
歌うように） 
輝かしく） 
（快活さと共に）
（歌うように） 
らかに・優しく）
優雅に） 
精力的に） 
ーボ（表情豊かに
ーゾ（堂々と） 
々しく） 
レ（悲しげに） 
軽く） 
（威厳をもって）
ゾ（神秘的に） 
々しく） 
決然と） 
同じく、同じよう
ーゾ（元気に） 
ロ（穏やかに） 
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） 

く 

かなアクセント）
違いに注意 

 

たは母音）＊常用

 

 

 

に） 

 

うに） 
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用外 

速度
Grav
Largo
Lento
Largh
Adag
Adag
Anda
Anda
Anda
Mode
Alleg
Alleg
Alleg
Vivac
Prest
Prest
 
速度
a tem
acce
ad la
L’iste
rallen
ritard
riten
smor
string
Temp
temp
 
付加語
assai
con 
e 
ma 
meno
molto
non t
non t
più 
poco
poco
quas
semp
senza
subit
un po
 
繰り返
… (Se
ˇ (C
fine 
D.S. 
D.C. 
al fin
al co
to ˇ
 

版（配布・利用自由）

・テンポ 
e  グラーベ
o  ラルゴ
o  レント
hetto ラルゲッ
gio  アダージ
gietto アダジェ
ante アンダン
antino アンダン
ante Moderato
erato モデラー
gretto アレグレ
gro Moderato
gro  アレグロ
ce  ヴィヴァ
to  プレスト
tissimo プレステ

・テンポ変化  
mpo  
lerando/accel.
bitum/ad lib.
esso tempo
ntando/rall.
dando/rit./ritar
uto/riten. 
rzando/smorz.
gendo/string.
po Primo 
po rubato 

語など 
i   アッ
  コン
  エ（
  マ（

o   メノ
o   モル
troppo  ノン
tanto  ノン
  ピウ

o   ポコ
o a poco ポコ
i   クワ
pre   セン
a   セン
to   スビ
oco  ウン

返し記号・リピー
egno)  
oda)  
  

(Dal Segno)
(Da Capo) 
ne   
oda   
(to Coda) 

）  ご意見・ご感想

ベ    ♩≒
   ♩≒
   ♩≒
ト   

ジョ   ♩≒
ェット  
ンテ   ♩≒
ンティーノ 
   

ート   ♩≒
レット  
   
ロ   ♩≒
ァーチェ  ♩≒
ト   ♩≒
ティッシモ ♩≒

アゴーギク（独
 ア・テンポ
 アッチェレラ
 アド・リビ
 リステッソ
 ラレンタン
d. リタルダン
 リテヌート
 スモルツァン
 ストリンジェ
 テンポ・プ
 テンポ・ルバ

サイ（非常に・v
ン（共に・with） 
（～と・and） 
（しかし・but） 
（より少なく・

ルト（非常に・ve
ン・トロッポ（あ
ン・タント（多す
（より多く・mo
（少し・little）
・ア・ポコ（徐
ジ（おおよそ） 

ンプレ（常に・alw
ンツァ（～なしで
ビト（急に・sudd
ン・ポーコ（少し

ート記号など 
セーニョ 
コーダ 
フィーネ（終わ
ダル・セーニョ
ダ・カーポ（始め
アル・フィーネ
アル・コーダ（
トゥー・コーダ

想は www.wisema

≒ ～40 
≒ 40～60 
≒ 45～60 
ラルゴより少し
≒ 66～76 
アダージョより
≒ 76～108 歩
アンダンテより
アンダンテとモ
≒ 108～120 
アレグロより少
アレグロとモデ
≒ 120～156 
≒ 156～176 
≒ 168～200 
≒ 192～ 

独）・アゴーギク
（元の速さで） 
ランド（徐々に早
トゥム（自由に
・テンポ（同じ速
ド（徐々に遅く
ド（徐々に遅く
（すぐ遅く） 
ンド（徐々に消え
ェンド（徐々にせ
リモ（最初の速さ
バート（テンポを

very） 
 

less） 
ery） 
まり～すぎず・n
ぎず・not so m
ore） 
 

徐々に・little by l
 
ways） 
・without） 
denly） 
・ a little） 

り）＊ (フェルマ
（セーニョに移動
めに戻る<fine で
（fine で終わる）
コーダに移動） 
（コーダに移動）

anproject.com まで

し速い 

り少し速い 
く速さで 
り少し速い 
モデラートの中間

少し遅い 
デラートの中間 

クス（英） 

早く） 
・アドリブで）
速さで） 
・自然に緩やかに
・意識的に遅く）

える・徐々に弱く
せき込んで・急い
さで） 
を自由に変化させ

not too much）
much） 

ittle） 

ータ)で代用される時も

動） 
で終わる/ˇに飛ぶ
） 

） 

 

間 

に）
 

く遅く） 
いで） 

せて） 

 

ぶ>） 
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